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今年2月に行われたドローンによる百年橋の点検業務の様子

東京都建設局・各事務所から「優良工事表彰」を9年連続受賞
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デジタル技術で「災害に強い街づくり」実現
　
　九州と関東に営業網を展開する建設コンサルタントとして、建設事業の企画、計画、調査、設計、施
工管理などを手がけているジーアンドエスエンジニアリング（福岡市）は、「国を守り、国を創る」を合
言葉に、ドローンやレーザースキャンなど最新のデジタル技術を積極的に導入、災害に強く安心・安全
な都市を支えるインフラ整備に使命感を持って取り組んでいる。

児玉和久社長

ジーアンドエスエンジニアリングが手がけてきた主な仕事


